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講師：岡部恵子

研修まとめ

　実際に会えてよかった！話ができてよかった！というのが何よりの感想である。私は岡部先生に実際にお会いしたことはなかったが、著書などで見る限り、私と同じ考え方だ（おこがましいが）！と思い、今まで手探りで看護管理をする上で、非常に著書を参考にさせていただいていた。

　先生のお話がよく理解できる・わかるのは、先生があくまでも看護の実践者であり学者ではない“ということがもっとも大きく影響していると今回確信してきた。今までも何人もの看護管理者や著名大学の先生方とお話しをする機会もあったが、「どうもこの人とはかみ合わない？」という感じを受けたことを覚えている。それは、その方が臨床での実践家ではなく、あくまでも学者であること、が違和感の原因だったのだと理解した。

　岡部先生もおっしゃっていたが、「看護は実践の場で語られていくもの。語りを通して伝えていくもの。だからこそ、実践者である私たちが語ることができるように理論を学び、エキスパートでなければならない。」「エキスパートナースの行動はエキスパートナースにしか理解できない、それほどに深い意味がある。」などなど・・・・岡部先生の言葉の一つ一つが、今まで手探りで看護管理を行ってきた私の行動や考えを肯定してくれるものだった。それが、今どっぷりと鬱につかりこんでいる私にとってどれだけの励みになったかわからない。体を動かすのも、人と話しをするのもつらくて仕方ない時期であったものの、岡部先生の講義は、そのようなことを忘れさせてくれる特効薬（一時的なものではあったが）だった。研修そのものは特効薬であり、持続効果という面では問題があったが、このレポートを書きながら、持続効果に変えることができるようこの講義の内容について一つ一つかみしめながら理解を深めたいと思う。

　

研修要旨

＜看護管理の考え方＞

　看護管理とは、全ての患者に対する看護ケアの質向上のために行われるものであって、看護組織の全ての看護職者の肩にかかっている。そして看護管理者とは、その目的・指針を示したり、評価したりして最終的な責任を取る役割を担うものである。

	責任を取りたくない人は管理者になってはいけない！


＜なぜ管理者になりたくない自分が管理者を引き受けたのか？＞

· スタッフの時には仲間に看護を伝えることに遠慮をしていた自分

· この病棟の看護をよくしたいと強く思っていた私

· ポジションパワーの活用

＜主任になって始めて行ったこと＞

· スタッフとして仕事をしていたときに主任や婦長にやってほしいと願っていたことの実行

· 看護手順書の作成

· 病棟における新人教育システムつくり

· 学習会の実施

＜主任になって・・・＞

· 解決すべき仕事の量の多さ

· 問題解決能力がおのずと養われたという気づき（ゴミ集積場からゴミ処理場に）

· 援助するということの意味の実感的学び

＜婦長としての失敗体験＞

· 3ヶ月で婦長として自滅

· 原因は長く努めていた主任との人間関係

· ふと気がつくと線路上に立っている自分

· 自滅した後に気づいたのは、自分の評価は相手の力を借りなければできないもの

· 管理者はスタッフに支えられてこそ成り立つもの

· だめな私だからスタッフが力を貸してくれていた。だめな私だからこそスタッフの力を借りていた。

· リーダーシップは７０％はスタッフの力で発揮できる

	管理者は上に行けば上に行くほど“OK”とは行ってもらえないもの。

今の自分を向上させるためには、自分自身の評価が必要。


· 看護リーダーは自分の目標を捨ててまで集団維持を図ろうとし仲間に迎合するよりも、＜一人でいること：孤高＞をあえて選ぶときもある。

· 「諸悪の根源は自分にある」といえることの価値－問題解決の基本姿勢を考える

「諸悪の根源は自分にある」はまさに自己に問題を返しているということであり、それだけでも十分に管理者としての資質を有しているといえる。あなたは「今自分がしなければならないことは何か」に悩む必要がある。問題は他者にあると思い続けているものが、それを自己の問題としていくためには、多大なエネルギーが必要である。また、多大な苦しみを自分にも他者にも負わせることになる。そのエネルギーを得るためには、まず自分自身のいいところを評価することが必要である。

· 全ての責任を自分で担おうとしている婦長がいたら、＜一生懸命になり過ぎない努力＞をしてほしい。自己の責任を少しでも軽くすることは決して負けではない。それによって“ゆとり”を見出し、前進するために必要である。

· 自分のために涙を流す体験を持つことも、看護管理者にとっては必要なことである。

· 泣くのは敗北だけではない。勝者もまた泣く。涙は悲しいときだけに流れるのではない。うれしい涙もある。私は、看護者にはどうしても“安堵の涙”あるいは“自己をいとおしむ涙”を流す体験だけは許してほしいと願う。やり遂げた喜び、そんなに間違っていなかったという安堵でもいい。自己を許し、自己を認め、自己をいとおしんで流す涙である。

· 管理者もまた完全を追及し無理な努力をすることよりも、「できるだけやったができなかった」として自己の足りなさを憐れみ許す勇気を持つことも貴重な意味がある。

＜婦長を辞めたいと思ったことがある方へー意欲のないものの理解者になれる＞

· 優秀でありすぎるものよりも自己の力のなさを自覚し、苦しみつつ何とか努力をしているものこそ教育の適任者だといわれる。

· 決断力がないという嘆きについて－看護者と管理者にみる相反する価値

· 人に心を寄せ続けたいと願い続けた看護者が、管理者になったとき、決断することはつらいことである。看護上必要なこととはいえ、＜切る＞＜捨てる＞ものに心が残る。

· 決断するときは、「なぜその決断をしたのか」という決断理由を明確にしておくことが重要である。

· 自分に力がないと自覚し嘆いている管理者がいたら、それは決して看護管理者としての力がないのではなく、確かな出発点に立っていることを自覚してほしい。

＜看護管理者の評価基準＞

＜看護管理とは＞

· 管理とは、一定の目的を達成するために、与えられた条件の基で与えられた手段を使用し、最大の効果を挙げるための技術的働き。

· 看護管理の目的は、人・予算・施設あるいは機械・器具をもっとも合理的に運用して、少しでもよいサービスを行おうとすること。

· 看護の対象へのサービスを間接的に支える一連の仕事を行う過程を看護管理という。

· ＜Gillies著「看護管理－システムアプローチ」＞

· 管理とは、他の人々によって仕事をしてもらう過程

→看護管理とは、患者に治療、ケア、そして安楽を与えるのは、看護スタッフによる仕事の過程である。看護管理者の仕事は、もっとも有効で可能なケアを患者およびその家族の人々に与えるために計画し、組織化し、指示を与え、そして入手できる財政的・物質的・人的資源を統制することになる。

· 私は誰かにやる気を出させることはできない！なぜならあなたにやる気を出させることができる人は、世界に一人もいないからだ。あなた自身がやる気を出すしかないのである！

· 自分の将来を明るくしたければ、知識を得て、大きな人間に成長していかなければならない。言い換えれば「それなら知っています」という人にはなってほしくない。「それは興味深いですね」という人になってほしい。

· 私はよい本はつど読むことにしているが、二度目に読むときはまったく別の感想を持つ。それは、私たちがいつも同じ文章を読んでも、自分なりに「選んだ受け取り方」しかしていないのである。

· 「例外のない規則はない」のであって、あなたは自分の健全な頭脳を信用し、自分の希望、夢、空想を持ち続け、何事にも惑わされてはならないのである。

＜重要なことを優先して実行する＞

· ボールペンを用意する。

· 自分の行動を自覚する。

· 72時間ルールを守る。

· どんなアイディアや思いつきでも72時間以内に実行に移さなければ、たいていそのまま放置してしまう。

· 実行するための計画と方法を考える

· 誰に手伝ってもらえるかを考える

· その項目を実行するのに必要なことを具体的に考える。

· 似たようなアイディアを見事に実行している人がいないどうかを考える

· その人の行動から何を学ぶことができるかを考える

· 成功者はあまり重要でないことは後回しにして重要事項を先に実行している。成功しない人はあまり重要でないことを先に実行して、重要事項は後回しにしている。

· 大事な思いつきを書き留める

· 新しい考え方に注目する。

· 成功する人は「行動する人」だ。成功しない人は「成功について語ってばかりいる人」だ。

	思考は思考にしか過ぎず、何者も変えられなかった。

結果を見るのではなく、結果で見るのである。











